
生涯学習政策の展開３３

生涯学習政策の展開
一鎌ヶ谷市における実践一

久 野 義 春
(千葉県鎌ケ谷市教育委員会）

生涯学習への取り組みの経緯

昭和59年○生涯教育懇談会提言
「生涯の各時期における学習課題と振興方策について」
《本市における生涯学習推進の原動力（契機）となった》

平成２年○生涯学習関連事業調査（庁内・学校・自治会・企業等）
《関連事業の実施状況を把握するとともに，生涯の各時期におけ
る学習課題との関係を調査した》

○人材育成事業開始
奨励部門…市民・行政に有益な調査研究を行った個人・団体に奨

励金交付
顕彰部門…文化・スポーツ等で活躍した個人・団体を表彰

平成３年○社会教育委員会議答申
「鎌ケ谷市における生涯学習推進のあり方と体系について」
《生涯学習推進の基本テーマを「さわやかにふれあい，学びあい,
高めあうまち」とした具体的方向が示された》

○教育委員会の組織を改編し，２部制とした。「教育総務部」「生
涯学習部」

○生涯学習推進基本計画策定委員会設置
メンバー庁内関係課長…後の幹事会

○生涯学習市民意識調査
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3６特集生涯学習の施策と環境の総点検

また推進本部は市長，助役と関係付属機関及び団体の代表と校長会代表２３
名で構成し，教育長は事務局に所属している。
推進協議会は関係団体代表44名で構成し，それぞれの活動の相互協力・事
業の共同化について協議するほか，まちづくり，福祉，環境安全，産業，教
育文化の５部会を設置して関連事業の推進について協議・実践している。

生涯学習推進施策（事業）

１．生涯学習推進センター（まなびぃプラザ）
生涯学習を総合的（全庁的・全市的）に推進するための拠点施設として平
成６年４月に市町村レベルでの単独施設としては全国に先駆けて設置したも
ので，その機能（役割）としては次の４点となっている。
(1)情報センターとして
イ）コンピュータによる情報提供システム（まなびいネヅト）
ロ）各種資料の収集と提供
ハ）学習相談
(2)人材育成のための研修所として
イ）指導者・ボランティアの養成と活用
ロ）市職員・教職員研修
(3)総合教育研究所として
イ）学習プログラムの研究開発・事業開発
ロ）教材開発

生涯学習推進庁内会議
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4０特集生涯学習の施策と環境の総点検

コミュニティスクール

零
涯学習審議会答申“地域における生涯学習機会の充実方策について”のI I
「地域社会に根ざした小・中・高等学校」及び第１5期中教審答申の第４章で
の「学校・家庭・地域社会の役割と連携」などにおいてその必要性，方向性
等が躯われており，各市町村レベルにおいては，それらに添った各種の実践
が行われてきている。
本市では小・中学校での体育施設（運動場含む）の市民開放については昭

和54年より実施しているが，少子化等に伴う余裕教室の開放は平成４年から，
また教職員等人的資源の開放については平成５年から実施しており，これら
の総称を『コミュニティスクール』と称し，学校と地域住民による運営委員
会を設置して事業の推進・調整にあたっている。
また本市内には大学がないため，市民は大学が行う開放講座などその高度

な技能の恩恵が希薄であることから大学の協力による独自の講座を実施して
いる。以下それらの概要である。

オープンセミナー

事務局
育課

役員会
運営委員会
専P榔長他

･畠倭員長

専 門 部
文 化 部 体 育 部

コミユニテイルーム，余裕教室の
利用調整，文化事業の推進

体育館，運動場
体育事業の推進

の利用調整，

施 設 開 放
体育館 コミュニティルーム
運動場 余 裕 教 室

運営委員会
学校長・教頭
PTA・学区内



生涯学習政策の展開４１
１）コミュニティルーム
小学校の余裕教室２教室を和・洋室に改造し，玄関・厨房・トイレ・冷暖

房等を校舎から完全に切り離して土・日・祝日に係わりなく夜10時まで地域
市民団体等に開放しているのがコミュニティルームである。また平成９年度
には福祉との連携によりデーサービスセンターとコミュニティルームを併設
した施設の設置について準備に取りかかることとしている。
2）コミュニティスクール・オープンセミナー
市内小中学校の体育施設，余裕教室，コミュニティルーム等を活用し，教

職員が講師となり地域住民を対象として行う講座であり，コンピュータ・文
学・器楽・園芸・体力づくりなど教職員の持っている技能や特技を広く市民
に開放する事業である。
3）オープンカレッジかまがや
大学がない本市の苦心策といっても良い本事業は，市民の高度な学習要望

に応えるための講座で，大学の協力を得て教授陣に本市まで出向いていただ
いて実施している大学開放講座の出前版である。
学習カリキュラムについては市民代表から成る企画委員会で作成し，市と

大学を交えた運営委員会で調整し，実施している。
なお終了時には大学長と市教育長の連名で修了証を発行している。

4）まなびぃネットワーカー養成講座
個人や地域，市（公共施設）等が行う生涯学習活動の相談，企画・運営な
どを援助できる人材を育成し，生涯学習の全市的な推進を図るための講座で
所定の学習内容(20単位-２h/１単位）を受講した者に対し市長が認定す
るもので，学習プログラムの作成と講師の派遣及び運営については大学と共
催という形をとっている。

４．人材育成と活用
生涯学習を通じて必要な人材を計画的に育成し，それをまちづくりのため
にどのように活用していくかが最も重要であることは言うまでもない。
我々は従来から○○指導者研修△△育成講座なるものを実施してきており，

現在でも開設している。しかし生んだ卵を温めることへの配慮に欠けていた
嫌いがあり，従って“講座は終了した一意欲ある一活躍の場がない”とい



4２特集生涯学習の施策と環境の総点検
う形や人材バンクなどでも“登録はしたけれども３年経っても声がかからな
い”ということを良く耳にする。
期しくも平成９年１月に文部省が打ち出した「教育改革プログラム」また
３月には生涯学習審議会の審議の概要「生涯学習の成果を生かすための方策
について」が公表され，学校での社会人活用や学習の成果を地域社会の発展
に生かすための場の拡大と開発の必要性及び方策等が示されている。
特にボランティアについては，そのムードも今や最高潮に達しており，適

切な誘導と支援が緊急を要している。
1）総合ボランティアセンター構想
本市では生涯学習推進センター開館と同時にボランティア養成講座を小．

中．高生を対象としたジュニアコースと社会人を対象とした入門コース及び
経験者を対象としたアドバンスコースの３部門を市の社会福祉協議会と共催
という形で実施している。こういったボランティアはそれぞれ活動の場や内
容・形態こそ違うわけであるが，これを生涯学習ボランティアとか福祉ボラ
ンティアとか区別することなくすべてのボランティアに対して研修・相談，

ｊ活
動
の場提准

／ 、
総合ボランティアセンター

※全iij的な事業の実施
専門ボランティアセンターを支援．
養成・相談・琶録・紹介・斡旋他
、 ノ

。

避
録

情
報
提
供
「

ボ ラ ン テ ィ ア

ボランティア団体
民市



生涯学習政策の展開４３
保険，コーディネート等々総合的に行う拠点づくりに現在取り組んでいると
ころであり，これを生涯学習の一環としてとらえ，まちづくりのための資源
とするものである。
2）行政職員・教職員の研修
行政職員は市民に対して，まちづくりコーディネーターとしての役割と責

任がある。苦情や要望を傾聴することから始まり関係情報を収集し政策の具
現化について関係者の同意を得てから或いは共同で実施又は施行し，運営す
るためには常に学習する必要がある。
職員研修は通常市の人事担当課が実施しているが，本市では生涯学習を理

解するための研修とボランティア活用法つまりコーディネイトするための研
修を人事課が主催し教育委員会が実施している。また教職員に対しては地域
に開かれた学校・社会人活用等について管理者等を中心に実施している。

５．学習奨励（評価）
国レベルにおいては大学間の単位互換制度や英検，専門学校などの資格を

単位として認定したり学位認定機構など公に制度化されたものがあり，民間
レベルにおいてもボランティア経験を入社試験の際考慮することなどが行わ
れている。しかし市町村レベルにおいては社会的に認知されるような制度の
確立は，ほとんど不可能であり奨励するのが精一杯である。
1）市民学習奨励金交付制度
市民や行政（まちづくり）に役立つ調査・研究をしようとする個人・団体
に対し10万円の奨励金を交付するもの。
2）まなびぃ100単位
市などが実施する生涯学習関連講座・イベントなど約120事業を指定し，
１回参加につき１単位を授与し,100単位に達した者を表彰する。
3）市民文化賞・スポーツ賞
文化・スポーツ関連で全国レベル或いは全県レベルで一定の成績をおさめ
た市民を表彰する。
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